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■
　

ふ
じ
み
野
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事

問
　
ふ
じ
み
野
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
の
県
補
助
金
に
つ

い
て
。
設
置
後
の
維
持
管
理
方
法

は
。

答
　
店
舗
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
東
武
鉄
道
と
店
舗
会
社
で

調
整
を
し
て
い
ま
す
。
店
舗
の
営

業
時
間
終
了
後
は
、
防
犯
も
含
め

て
東
武
鉄
道
が
維
持
管
理
を
し
て

い
き
ま
す
。

■
　

生
徒
指
導
推
進
協
力
員
活
用
調

査
研
究
事
業

問
　
こ
の
研
究
事
業
は
上
野
台
小

学
校
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
の
事
業
内
容
と
、
だ
れ
を

派
遣
す
る
の
か
。

答
　
県
の
委
託
事
業
で
あ
り
、
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
の
早
期
発

見
、
未
然
防
止
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
元
校
長
な
ど
の
経
験
豊

富
な
方
に
調
査
研
究
を
し
て
い
た

だ
く
事
業
で
す
。

問
　
ほ
か
に
理
科
支
援
員
等
配
置

補正予算・条例など慎重に審議しました

事
業
、
外
国
人
児
童
生
徒
受
入
促

進
事
業
、
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も

等
の
自
立
支
援
事
業
と
、
教
育
に

か
か
わ
る
事
業
予
算
が
あ
る
が
、

限
ら
れ
た
期
間
や
人
数
で
現
場
は

ど
う
な
の
か
。

答
　
校
長
会
で
は
、
前
向
き
に
と

ら
え
て
い
ま
す
。
教
職
員
と
力
を

合
わ
せ
て
、
よ
い
教
育
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■
　

老
人
保
健
特
別
会
計

問
　
平
成
十
八
年
度
決
算
を
踏
ま

え
て
、
医
療
費
が
減
額
に
な
っ
た

た
め
の
予
算
だ
が
、
そ
の
原
因
は

何
か
。

答
　
冬
場
が
温
暖
だ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
税
制
度
や
医
療
制
度
の
改

革
な
ど
で
、
受
診
回
数
が
減
少
し

た
た
め
、
医
療
費
の
伸
び
が
抑
制

さ
れ
ま
し
た
。

■
　

ふ
じ
み
野
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

問
　
予
防
介
護
開
始
に
よ
る
影
響

は
。

答
　
認
定
審
査
結
果
に
不
本
意
な

方
は
、
区
分
変
更
申
請
を
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
　
上
福
岡
駅
西
口
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
住
民

要
望
が
強
い
が
設
置
で
き
な
い
か
。

答
　
東
武
鉄
道
は
、
自
己
所
有
地

で
な
け
れ
ば
設
置
し
な
い
方
針

で
、
そ
れ
以
外
は
維
持
管
理
も
含

め
て
市
が
実
施
主
体
と
な
る
と
の

基
本
姿
勢
で
す
。
な
お
、
今
後
も

東
武
鉄
道
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

■
　

国
道
二
五
四
号
線
拡
幅

問
　
県
委
託
金
︵
九
、
〇
〇
〇
万

円
︶
の
国
道
二
五
四
号
線
拡
幅
︵
大

井
東
台
︵

坂
上
︶
道
路
拡
幅
︶
事
業

形
態
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
　
国
道
か
ら
東
台
小
学
校
予
定

地
に
入
る
信
号
機
と
、
手
前
の
信

号
機
の
な
い
西
台
に
向
か
う
道
路

に
つ
い
て
、
十
字
路
と
し
て
の
交

差
点
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

■
　

都
市
計
画
税
条
例
一
部
改
正

問
　
郵
政
民
営
化
関
係
の
、
都
市

計
画
税
条
例
一
部
改
正
に
よ
る
変

更
内
容
は
。

答
　
納
付
金
制
度
と
し
て
固
定
資

産
税
相
当
額
を
納
付
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
課
税
に
変
更
さ
れ
、
新

た
に
都
市
計
画
税
を
四
五
万
円
程

度
課
税
し
ま
す
。

提
出
議
案
と

審
議
結
果

◎
全
員
賛
成
　
○
賛
成
多
数

■
平
成
19
年
　

第
２
回
定
例
会

⋯
　

平
成
19
年
度
補
正
予
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯

◎
一
般
会
計

◎
老
人
保
健
特
別
会
計

⋯
　

条
例
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
議
会
事
務
局
設
置
条
例

◎
都
市
計
画
税
条
例

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

◎
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

◎
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
及
び
法
定
外

公
共
物
管
理
条
例

○
水
道
事
業
給
水
条
例

⋯
　

そ
の
他
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
つ
い
て

◎
東
台
小
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
工

事
請
負
契
約
の
締
結

　
・
建
築
　
・
機
械
設
備
　
・
電
気
設
備

⋯
　

道
路
線
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
道
路
線
の
認
定
︵
４
件
︶

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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■
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業

問
　
入
札
不
調
が
続
い
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
執
行
す

る
今
後
の
留
意
点
は
。

答
　
市
場
価
格
を
敏
感
に
反
映
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
し

ま
す
。

■
　

詐
欺
防
止
策

問
　
ふ
じ
み
野
市
職
員
を
装
っ
た

詐
欺
が
横
行
し
て
い
る
。
防
止
策

は
。

答
　
よ
り
一
層
の
啓
蒙
・
啓
発
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

■
　

国
道
二
五
四
号
線
の
歩
道
整
備

問
　
交
通
渋
滞
対
策
は
。

答
　
現
在
の
変
形
の
交
差
点
を
十

字
路
と
し
て
、
信
号
の
制
動
な
ど

整
備
す
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

■
　

プ
ー
ル
補
助
券

問
　
富
士
見
市
と
の
交
渉
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

答
　
補
助
券
制
度
に
よ
る
プ
ー
ル

利
用
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
通

常
ど
お
り
の
利
用
で
と
い
う
回
答

で
あ
り
ま
し
た
。

■
　

緑
ヶ
丘
・
亀
居
地
区
ま
ち
づ
く

り
事
業

問
　
事
業
の
戦
略
的
な
考
え
は
。

答
　
地
権
者
と
、
準
備
委
員
会
や

勉
強
会
等
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
想
定
換
地
を
行
な
い
、

合
意
を
目
指
し
ま
す
。

■
　

水
道
料
金
の
統
合
化

問
　
料
金
を
統
合
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
減
免
・
免
税
世
帯
等
の

救
済
措
置
は
。

答
　
大
井
地
区
の
同
世
帯
に
つ
い

て
は
、
統
合
化
に
よ
り
現
在
の
二

〇
〜
三
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

基
本
水
量
が
減
免
対
応
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
は
高
く
な
り
ま
す
。

⋯
　

協
議
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
ふ
じ
み
野
市
の
公
の
施
設
を
三
芳
町

の
住
民
の
利
用
に
供
さ
せ
る
こ
と
に

関
す
る
　
　
　
　
　
　
　

以
上
、
可
決

⋯
　

意
見
書
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
及

び
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

・
庶
民
大
増
税
に
反
対
す
る以

上
、
否
決

◎
年
金
加
入
記
録
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る

◎
小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
早
急

に
求
め
る
　

◎
乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
を
国
の
制

度
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
求
め
る

以
上
、
可
決

⋯
　

人
事
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意

　市議会議員選挙後、初めての市議会が５

月18日（臨時会）に開催され、県議会議員

選挙をめぐる市議の公職選挙法違反に対し、

市議会として下記の声明文を発表しました。

声　明　文

　平成19年４月８日執行された統一地方選の埼玉

県議選において、西５区から当選した県議会議員

の公職選挙法違反容疑の事件に関連して、ふじみ

野市議会議員が同法違反容疑で罰金50万円の略式

命令が出されたことは、誠に遺憾であり、有権者並

びに市民に大きなショックと不安を与えた。

　公正に選挙された議員の職責遂行は民主政治の

発展と地方自治伸展の骨幹をなすものである。そ

れゆえに、議員は平生の心がけとして個人の利害

を超越して、言動や行動を慎み市民に疑念を抱か

れないよう、誠心誠意市民に奉仕し、市民の負託に

応えなければならない。今回の事件は、合併後新市

の本格的なまちづくりに向けての矢先の出来事で

あり、ふじみ野市議会に対する市民の信頼を著し

く損ねたものである。

　ふじみ野市議会としては、今後このような不祥

事が起きないように議員一人ひとりが政治倫理に

努め、全力を挙げて信頼回復に鋭意努力するもの

である。

　平成19年５月18日

ふじみ野市議会


